


緒言:

周産期医療の進歩により、未熟児の神経学的予後の向上にはめざましいものがある。しか

し学習障害、行動異常等の微細な後障害の存在は今なお深刻な問題であり、未熟児の真の

意味での intact survival を目指すためには、これらの微細な神経学的障害を有するリス

クの高い児に対する適切な対処の方策を見いだすことも重要な課題といえる。今回、われ

われは神経学的に正常と思われた極小未熟児に対して就学前の詳細な発達チェックを行い、

これらの児の学童期以後の健全な発達を妨げる危険因子について検討した。




